
事業群評価調書（平成29年度実施）
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(１)

①

目標
（H28）

実績
（H28）

達成率

― ― ―

H28実績 一般財源 人件費(参考) H28目標 H28実績 達成率

H29計画 一般財源 人件費(参考) H29目標 ― ―

1,000 1,470 147%

1,000 ― ―

90 94 104%

90 ― ―

4 4 100%

4 ― ―

H28：ガイドの会（巡礼
地含む）でガイドした観
光客数（人）

61,000 44,195 72%

H29：ガイドを手配した
観光客数（人）

5,500 ― ―

観光振興課

基 本 戦 略 名 交流を生み出し活力を取り込む 事 業 群 主 管 所 属 文化観光国際部世界遺産登録推進課

指　　　　　標

事 業 群 名 価値を正確に伝え守る仕組みづくりの推進 事業群関係課(室)

取組
項目
ⅰ

施 策 名 2つの世界遺産等を活用した観光地づくりと誘客拡大 課 （ 室 ） 長 名 村田　利博

１．計画等概要

（長崎県総合計画チャレンジ2020　本文） （取組項目）

世界遺産登録に伴い増加が見込まれる来訪者に対し、その価値の理解増進対策や文化財としての保全
対策などを講じる必要があります。特に祈りの場である教会堂へは十分な配慮を行いながら、秩序ある公
開・広報の実現に向けて取り組みます。
一方、産業革命遺産については、8県11市に資産が分布しており、生産活動を行う民間企業の資産が含
まれていることから、国や関係県市、資産所有企業等と連携した取組を進めます。

ⅰ）世界遺産としての価値を伝え守る仕組みづくり
　①信仰の場を守るため、教会守の配置や教会堂見学の事前連絡による受入の調整を実施した。
　②価値を深め、将来に向けて守っていくため、情報発信や意識醸成に向けたガイドラインを作成した。
　③構成資産以外のキリスト教関連資産について、「長崎と天草地方の潜伏キリシタン関連歴史文化遺産群」とし
てウェブサイトを通じた情報の発信を行った。

最終目標
（H32）

（進捗状況の分析）

中
核
事
業

２．28年度取組実績（H29新規・補正は参考記載）

取組
項目

事務事業名 事業
期間 事業対象

事業費(上段:実績、下段:計画、単位:千円） 事　　　業　　　概　　　要 指標（上段：活動指標、下段：成果指標）

28年度事業の成果等

事
業
群

来訪者理解度 90%
「長崎の教会群」の平成28年度世界遺産登録が見送られたことに伴い、世界遺産としての価値の理解度を把握す
るためのアンケート等の実施が困難となったため、実績値なし。

関
連
指
標

そ
の
他

33,578 16,148
成果
指標

16,084

県民

26,507

28年度事業の実施状況
（29年度新規・補正は事業内容）

指標 主な目標
所管課(室)名

旅行会社や巡礼視察団等の依頼による
様々なプランに対応するガイドの手配や、
個別地域のガイドや広域に跨るスルーガ
イドの養成等の受入体制整備を進めるこ
とができた。

○
イベント等参加者への
アンケートによる、世
界遺産としての価値の
理解度（％）

ガイド養成講座開催数
（回）

推薦書の取下げ後、世界遺産登録へ向けた
機運醸成のための広告や啓発グッズ作成な
どの周知啓発事業を実施した。
また、新たな価値に基づく情報発信に向けた
情報戦略の練り直しや新たなパンフレットなど
の情報発信ツールの作成に着手した。

活動
指標

世界遺産としての価値
を伝えるためのパネル
展や講座等のイベント
への参加者数（人）

推薦書内容の進捗にあわせて、リーフ
レットやパンフレットを作成し、他課のイベ
ント等へ参加して情報発信を行ったことに
より、イベント等参加者の理解度は高いも
のとなった。

世界遺産登録推進課

世界遺産受入体制整
備促進事業

H26-31

6,432

観光振興課

58,531

世界遺産情報発信事
業

H19-

32,275

ＮＰＯ法人長
崎巡礼セン
ター

「長崎と天草地方の潜伏キリシタン関連遺産」
の世界遺産登録に向け、ツアー客の受入（ガ
イド手配）やガイド養成等の受入体制の向上
を図る取組を支援した。

活動
指標

6,612 6,612 8,074
成果
指標

6,432 8,042



事業構築の視点

―

②

取組
項目
ⅰ

取組
項目

世界遺産情報発信事
業

・パンフレットの多言語化
・価値説明用の映像制作の実施

｢長崎と天草地方の潜伏キリシタン関連遺産｣の価値をしっかりと伝えるとともに、世界文化遺産
登録となる年であるため、これまで以上の情報発信について、登録内容にあわせて手法や内容
を充実させていく必要がある。

現状維持

３．実績の検証及び解決すべき課題と解決に向けた方向性
ⅰ）世界遺産としての価値を伝え守る仕組づくり

・ターゲットや伝える内容に応じた適切かつ複数のツールを用意する必要がある。
・関係県市町と役割に応じた適切な対応を行う必要がある。
・H28年度に策定した情報戦略に基づき、各種ツール及び実施機関により情報の違いが出ないよう、統一的な運用が必要となる。

４．29年度見直し内容及び30年度実施に向けた方向性

世界遺産受入体制整
備促進事業補助金

これまでは巡礼ガイドの絶対数が不足していたことから、巡礼セ
ンターの認定ガイド数を増やすことを主目的とした研修を実施し
てきたが（H27、28で76名を認定）、現場の対応が十分とは言えな
い状況から、H29年度はガイドスキルの向上に主眼を置いた研修
を実施していく。

29年度事業の実施にあたり見直した内容 30年度事業の実施に向けた方向性

（H29の新たな取組は「H29新規」等と記載、見直しがない場合は「－」と記載） 見直しの方向 見直し区分

世界遺産登録に向け、今後ますます観光客の増加及びガイドの需要増が見込まれることから、
スルーガイド及び地域ガイドの養成・拡大等を更に進め、需要に応えられる受入体制の整備を進
めていくことが必要である。
また、世界遺産ツアーに関する旅行会社からの問い合わせ対応も増加傾向にあり、そのための
受入体制の整備促進も必要不可欠である。

現状維持

事務事業名


